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過疎地域の神社調査

過
疎
地
域
の
神
社
調
査

― 

高
知
県
高
岡
郡
旧
窪
川
町
を
事
例
に 

―

冬　

月　
　
　

律　
　

は
じ
め
に

　

こ
れ
ま
で
に
過
疎
地
域
（
一
部
は
過
密
も
含
む
）
の
神
社
を
対
象
に
実
施
さ
れ
た
実
態
調
査
の
う
ち
、
代
表
的
な
も
の
は
、
神
社
本
庁

『
過
密
と
過
疎
地
帯
の
神
社
の
実
態
調
査
』（
昭
和
四
四
年）

1
（

）
と
同
『
過
疎
地
帯
神
社
実
態
調
査
報
告
』（
昭
和
五
二
年）

2
（

）、
岡
田
重
精
・
櫻

井
治
男
・
森
安
仁
「
過
疎
村
の
祭
祀
と
宗
教
事
情

―
滋
賀
県
犬
上
郡
多
賀
町
の
事
例
」（
昭
和
五
五
年）

3
（

）、
兵
庫
県
神
社
庁
『
過
疎
地
帯

（
但
馬
地
区
）
の
神
社
実
態
調
査
報
告
書
（
一
）』（
平
成
一
〇
年）

4
（

）
と
同
『
神
社
実
態
調
査
報
告
書
（
二
）
摂
丹
地
区
編
』（
平
成
一
二

年）
5
（

）
の
五
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
実
態
調
査
の
概
要）

6
（

に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
み
る
と
、
神
社
本
庁
に
よ
る
昭
和
四
四
年
の
報
告

書
で
は
、
神
社
本
庁
が
過
密
と
過
疎
地
帯
を
五
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
、
一
県
か
ら
一
五
名
の
代
表
に
神
社
庁
に
報
告
し
て
も
ら
い
、

全
調
査
の
終
了
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
応
ず
る
神
社
の
実
態
と
対
策
を
ま
と
め
て
い
る
。
昭
和
五
二
年
の
報
告
書
で
は
、
昭
和
四
六
年

度
か
ら
昭
和
五
〇
年
度
に
亘
っ
て
、
高
知
県
、
福
島
県
、
島
根
県
、
鹿
児
島
県
、
岩
手
県
の
神
社
を
対
象
に
各
県
の
神
社
庁
と
合
同
調
査

59
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過疎地域の神社調査

を
行
い
、
県
内
の
過
疎
地
域
に
鎮
座
す
る
神
社
の
現
状
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
る
。
ま
た
、
昭
和
五
五
年
に
皇
學
館
大
学
神
道
研
究
所
の

メ
ン
バ
ー
が
行
っ
た
調
査
研
究
で
は
、
神
道
お
よ
び
日
本
人
の
宗
教
生
活
を
理
解
す
る
上
で
過
疎
村
問
題
を
重
要
な
課
題
と
し
て
捉
え
、

滋
賀
県
犬
上
郡
多
賀
町
の
事
例
を
取
り
上
げ
て
離
村
問
題
、
集
団
信
仰
の
変
化
及
び
生
活
変
化
に
つ
い
て
詳
細
に
報
告
し
て
い
る
。
兵
庫

県
神
社
庁
に
よ
る
平
成
一
〇
年
と
同
一
二
年
の
報
告
書
は
、調
査
方
法
が
過
去
の
神
社
本
庁
の
調
査
方
法
を
踏
襲
し
た
形
を
と
っ
て
お
り
、

そ
こ
に
新
た
な
調
査
項
目
を
加
え
て
実
施
さ
れ
、
兵
庫
県
の
う
ち
一
部
の
過
疎
地
域
（
但
馬
、
摂
丹
地
区
）
に
限
定
し
て
、
そ
の
地
域
に

お
け
る
神
社
の
現
況
を
報
告
し
て
い
る
。
一
方
で
、
こ
れ
ま
で
の
実
態
調
査
と
は
趣
旨
が
異
な
る
が
、
社
会
構
造
変
動
と
神
社
の
関
わ
り

に
つ
い
て
行
わ
れ
た
調
査
と
し
て
、
戸
川
安
章
「「
近
代
化
と
神
道
」
委
託
調
査
報
告
「
椙
尾
神
社
」
調
査
報
告
」（
昭
和
四
三
年）

7
（

）
が
挙

げ
ら
れ
る
。
戸
川
は
、
日
本
の
近
代
化
に
よ
る
急
速
な
農
山
漁
村
の
解
体
過
程
に
伴
っ
て
、
村
落
共
同
体
に
ふ
か
く
根
を
お
ろ
し
て
き
た

神
社
の
機
能
の
変
化
過
程
を
捉
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、部
落
（
山
形
県
鶴
岡
市
馬
町
）
の
外
部
条
件
の
変
化
か
ら
、神
社
、神
職
、祭
、

氏
子
生
活
、
一
般
の
信
仰
行
事
な
ど
の
外
形
的
な
変
化
を
中
心
に
詳
細
な
調
査
を
試
み
て
い
る
。

　

し
か
し
、
そ
れ
以
後
、
過
疎
地
域
の
神
社
を
対
象
に
広
域
的
観
点
か
ら
行
わ
れ
た
研
究
は
管
見
の
及
ぶ
限
り
で
は
ご
く
一
部
を
除
い
て

は
見
当
た
ら
な
い）

8
（

。
ち
な
み
に
、
筆
者
は
平
成
二
三
年
に
神
社
本
庁
が
過
去
（
昭
和
四
七
年
）
に
実
施
し
た
地
域
で
あ
る
高
知
県
高
岡
郡

の
一
町
二
村
と
同
地
域
を
対
象
に
実
態
調
査
（
追
跡
調
査
）
を
行
っ
て
い
る）

9
（

。
調
査
結
果
か
ら
は
、
我
が
国
の
過
密
と
過
疎
問
題
が
神
社

界
に
及
ぼ
す
問
題
を
真
剣
に
受
け
止
め
、
神
社
の
置
か
れ
た
状
況
把
握
と
、
対
策
構
築
を
目
的
と
し
て
昭
和
四
〇
年
代
か
ら
始
ま
っ
た
神

社
本
庁
の
実
態
調
査）
10
（

に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
現
状
と
氏
子
減
少
に
伴
う
諸
問
題
が
、
現
在
で
も
解
決
で
き
て
お
ら
ず
現
状
維
持
に
徹

し
て
い
る
様
子
が
確
認
で
き
た
。
し
か
し
、
追
跡
調
査
に
徹
し
た
あ
ま
り
分
析
の
枠
組
み
が
過
去
の
も
の
を
超
え
て
お
ら
ず
、
そ
の
結
果
、

過
去
と
の
比
較
は
で
き
て
も
各
地
域
の
神
社
の
実
情
に
迫
っ
て
い
な
い
な
ど
の
課
題
を
残
し
て
し
ま
っ
た）
11
（

。

　

こ
の
よ
う
な
実
態
調
査
が
抱
え
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、
宗
教
学
者
の
石
井
研
士
は
「
実
証
性
の
欠
落
」
と
し
て
捉
え
「
神
社
神
道
が
持

60
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過疎地域の神社調査

続
も
し
く
は
変
化
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
、
ど
の
よ
う
な
点
が
維
持
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
点
が
変
化
し
て
い
る
の
か
を
判
断

す
る
具
体
的
な
デ
ー
タ
が
ほ
と
ん
ど
示
さ
れ
な
い
ま
ま
に
、
こ
れ
ら
の
重
大
な
問
題
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
と
い
っ
て
い
い）
12
（

。」
と
指
摘
し

て
お
り
、「
第
三
回
『
神
社
に
関
す
る
意
識
調
査
』
座
談
会）
13
（

」
に
お
い
て
も
「
世
論
調
査
は
あ
く
ま
で
も
概
況
で
す
か
ら
、
さ
ら
に
個
別

の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
詳
し
い
調
査
と
か
、
地
域
を
選
ん
で
調
査
を
す
る
と
か
、
さ
う
い
ふ
こ
と
を
重
ね
て
ゆ
か
な
い
と
、
本
当
は
わ
か
ら

な
い
と
考
え
て
ゐ
ま
す）
14
（

。」
と
、
個
別
か
つ
継
続
的
な
実
態
調
査
の
必
要
性
を
主
張
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
現
代
の
神
社
神
道
の
現
状
を

全
体
的
に
把
握
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
調
査
が
始
ま
っ
た
時
の
状
況
を
鑑
み
る
と
、
こ
れ
ま
で
に
三
回
行
っ
た
神
社

に
関
す
る
意
識
調
査
や
そ
の
間
に
行
わ
れ
た
遷
宮
や
伊
勢
神
宮
に
関
す
る
調
査
な
ど
の
蓄
積
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
概
況
が
あ
る
程
度
把

握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
筆
者
が
目
指
す
最
終
目
的
は
、「
地
域
（
共
同
体
）
に
深
く
根
を
お
ろ
し
て
き
た
神
社
（
の

機
能
）
の
変
化
過
程
に
過
疎
化
が
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
い
る
の
か
」
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
過
疎
と
神
社
神
道

の
関
係
の
探
求
に
は
、
内
部
と
外
部
の
複
雑
な
変
化
と
こ
れ
に
伴
う
氏
子
を
含
む
地
域
住
民
の
意
識
変
化
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
本
研
究

で
は
、
ま
ず
は
外
部
（
外
形
的
）
条
件
の
変
化
に
着
目
し
て
過
疎
地
域
で
あ
る
旧
窪
川
町
（
現
四
万
十
町
、
以
下
窪
川
町
と
称
す
）
の
神

社
を
対
象
に
実
態
調
査
を
試
み
る
。

第
一
章　

調
査
の
概
要

　

戦
後
の
高
度
経
済
成
長
が
も
た
ら
し
た
過
疎
問
題
に
よ
る
人
口
の
流
出
は
、
社
会
紐
帯
の
崩
壊
を
招
い
た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
そ
の

よ
う
な
人
口
流
出
の
影
響
は
、
山
間
部
の
神
社
の
氏
子
激
減
に
も
及
ぶ
結
果
と
な
っ
た
。
神
社
本
庁
の
調
べ
に
よ
れ
ば
、
本
研
究
の
調
査

61
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過疎地域の神社調査

対
象
地
域
で
あ
る
窪
川
町
に
は
、
氏
子
数
五
〇
戸
以
下
の
神
社
が
四
四
一
社
（
境
内
社
や
そ
の
他
の
神
社
を
合
わ
せ
て
）
を
数
え
る
と
さ

れ
て
い
る）
15
（

。

第
一
節　

調
査
地
域
お
よ
び
背
景
に
つ
い
て

窪
川
町
の
概
要

　

窪
川
町
は
、
高
知
県
の
西
南
部
で
、
県
都
高
知
市
か
ら
西
に
国
道
五
六
号
線
で
結
ば
れ
た
約
六
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
位
置
に
あ
り
、
清

流
四
万
十
川
が
町
を
縦
貫
し
て
い
る
。
高
南
台
地
と
呼
ば
れ
る
台
地
部
と
土
佐
湾
に
面
す
る
海
岸
部
か
ら
な
り
東
は
中
土
佐
町
、
北
は
大

野
見
村
・
東
津
野
村
・
梼
原
町
、
西
が
大
正
町
・
佐
賀
町
と
接
し
て
い
る
。
町
の
面
積
は
二
七
八
・
〇
八
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、

そ
の
う
ち
約
八
二
パ
ー
セ
ン
ト
は
、
山
地
で
占
め
ら
れ
て
い
る）

16
（

。

　

昭
和
二
〇
年
代
後
半
、
戦
後
処
理
の
終
わ
り
を
迎
え
、
次
第
に
社
会
は
安
定
化
へ
と
進
む
中
、
広
域
的
な
対
応
が
要
求
さ
れ
、
県
下
各

市
町
村
で
合
併
に
対
す
る
計
画
が
樹
立
し
実
現
さ
れ
た
。
窪
川
町
を
中
心
と
し
た
五
つ
の
町
村
に
お
い
て
「
近
代
的
地
方
自
治
」
の
基
礎

と
な
す
た
め
、
対
等
合
併
計
画
が
成
立
し
、
結
果
昭
和
三
〇
年
一
月
五
日
町
村
合
併
を
断
行
、
五
か
町
村

―
高
岡
郡
窪
川
町
、
東
又
村
、

興
津
村
、
松
葉
川
村
、
仁
井
田
村
―
―
に
よ
り
合
併
が
合
意
さ
れ
新
生
窪
川
町
が
誕
生
し
た）
17
（

。
そ
の
後
、
平
成
一
八
年
三
月
二
〇
日
に
高

知
県
の
窪
川
町
、
大
正
町
、
十
和
村
の
二
町
一
村
が
合
併
し
て
四
万
十
町
が
誕
生
し
た
。

　

人
口
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
高
知
県
全
体
の
人
口
流
動
状
況
か
ら
み
る
と
、
昭
和
三
〇
年
八
八
二
六
八
三
、
同
四
〇
年

八
一
二
七
一
四
、
同
五
〇
年
八
〇
八
三
九
七
、
同
六
〇
年
八
三
九
七
八
四
、
平
成
二
年
八
二
五
〇
三
四
、
同
七
年
八
一
六
七
〇
四
、
同

一
二
年
八
一
三
九
四
九
、
同
一
七
年
八
〇
二
〇
九
九
、
同
二
三
年
八
月
現
在
七
六
六
一
〇
四
と
減
少
傾
向
を
示
し
て
い
る）

18
（

。
し
か
も
こ
の

数
は
県
外
流
出
を
示
す
も
の
で
、
こ
の
ほ
か
に
県
内
で
の
都
市
へ
の
移
動
を
考
え
る
と
、
山
間
部
の
人
口
減
少
は
非
常
に
激
し
い
。
こ
の

62
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過疎地域の神社調査

よ
う
な
高
知
県
の
人
口
動
態
の
様
子
か
ら
、
高
知
県
が
典
型
的
な
過
疎
地
域
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
前
述
の
高
知
県
全
体
の
人
口

動
態
を
踏
ま
え
た
上
で
、
調
査
地
域
で
あ
る
窪
川
町
の
人
口
動
態
を
み
て
み
る
と
、
合
併
後
の
四
万
十
町
の
人
口
は
平
成
二
三
年
九
月
一

日
現
在
の
一
九
、四
四
四
人
、
世
帯
数
は
八
、八
〇
三
世
帯
。
そ
の
う
ち
、
旧
窪
川
町
（
窪
川
町
・
東
又
村
・
興
津
村
・
松
葉
川
村
・
仁
井

田
村
）
は
一
三
、四
六
五
人
で
あ
る
。
昭
和
三
〇
年
の
合
併
を
ピ
ー
ク
に
年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
窪
川
町
は
、
若
者
の
県
外
へ
の
進
学
・

就
職
が
引
き
起
こ
し
た
人
口
流
出
に
よ
る
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
き
か
ず
、
近
年
で
は
少
子
・
高
齢
化
と
相
ま
っ
て
状
況
は
さ
ら
に
深
刻

化
し
て
お
り
、
人
口
減
少
と
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
増
加
に
伴
う
世
帯
数
増
加
現
象
が
顕
著
に
み
ら
れ
る
。

　

調
査
の
背
景
に
つ
い
て

　

今
回
の
調
査
に
使
用
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
用
紙
と
設
問
は
、
神
社
本
庁
『
過
疎
地
帯
神
社
実
態
調
査
報
告
』（
昭
和
五
二
年
）、
兵
庫

県
神
社
庁
『
過
疎
地
帯
（
但
馬
地
区
）
の
神
社
実
態
調
査
報
告
書
（
一
）』（
平
成
一
〇
年
）
お
よ
び
『
神
社
実
態
調
査
報
告
書
（
二
）
摂

丹
地
区
』（
平
成
一
二
年
）
に
お
け
る
調
査
項
目
を
参
考
に
し
て
筆
者
が
独
自
に
作
成
し
た
。
ま
た
、
調
査
観
点
に
つ
い
て
は
、
公
益
財

団
法
人
国
際
宗
教
研
究
所
宗
教
情
報
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
（
通
称RIRC

、以
下
「
ラ
ー
ク
」
と
称
す
）『「
神
社
組
織
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
」
報
告
書
』（
平
成
一
五
年
）
に
お
け
る
「
回
答
を
記
入
し
た
人
は
、
ほ
と
ん
ど
が
宮
司
あ
る
い
は
禰
宜
と
い
っ
た
神
職
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
と
く
に
自
由
回
答
に
あ
ら
わ
れ
た
意
見
は
、
神
職
か
ら
見
た
現
在
の
神
社
観
と
理
解
す
べ
き
も
の
と
な
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
多
く
の
質
問
項
目
は
、
客
観
的
な
事
実
を
問
う
た
め
に
設
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
神
職
が
回
答
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
と
く

に
数
値
的
に
偏
り
が
生
じ
る
と
か
、
特
徴
あ
る
結
果
と
な
っ
た
と
、
み
な
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る）

19
（

」
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大

き
い
。
つ
ま
り
、
神
職
に
よ
る
回
答
か
ら
客
観
的
な
事
実
を
問
う
こ
と
に
徹
底
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
本
調
査
と
筆
者
の
狙
い
と
一
致
し

て
い
る
の
で
あ
る
。「
ラ
ー
ク
」
に
よ
る
調
査
は
、
全
国
の
二
二
〇
〇
社
を
対
象
に
基
本
的
な
事
柄
か
ら
、
神
社
の
歴
史
や
規
模
、
氏
子
・

63
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過疎地域の神社調査

崇
敬
者
、
総
代
会
、
責
任
役
員
会
の
運
営
に
関
す
る
質
問
や
神
社
の
タ
イ
プ
別
に
分
け
た
比
較
研
究
に
ま
で
幅
広
く
捉
え
て
お
り
、
神
社

に
つ
い
て
の
宗
教
学
・
宗
教
社
会
学
的
な
調
査
が
極
端
に
少
な
い
現
状
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
調
査
で
得
ら
れ
た
結
果
と
分
析
は
、
神
社
組

織
全
体
の
傾
向
を
推
測
す
る
う
え
で
有
用
な
デ
ー
タ
で
あ
る
と
考
え
る）
20
（

。

　

調
査
方
法
お
よ
び
結
果
の
呈
示
に
つ
い
て

　

前
述
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
、
本
研
究
に
お
け
る
調
査
は
、
特
定
の
地
域
と
神
社
に
限
定
し
た
調
査
に
適
し
た
方
法
と
し
て
、
次
の

二
段
階
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
第
一
段
階
は
、
過
疎
地
域
で
あ
る
窪
川
町
に
鎮
座
す
る
宗
教
法
人
格
を
持
つ
一
〇
三
社
（
神
社
本
庁
包
括

神
社
）を
対
象
に
、そ
れ
ら
の
神
社
に
奉
職
す
る
神
職
全
六
名
に
そ
れ
ぞ
れ
の
兼
務
社
数
に
準
じ
て
報
告
者
が
作
成
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
シ
ー

ト
を
配
布
し
、
記
入
を
依
頼
し
た
（
郵
送
調
査
法
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
）。
実
施
期
間
は
平
成
二
四
年
九
月
二
〇
日
か
ら
一
〇
月

三
一
日
、
回
収
率
は
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
第
二
段
階
は
、
回
収
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
シ
ー
ト
に
基
づ
い
て
ま
と
め
た
内

容
に
つ
い
て
再
度
回
答
者
を
対
象
に
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、
内
容
の
確
認
作
業
を
行
っ
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
全
体
の
質
問
は
二
六
問
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
一
二
問
は
基
本
情
報
（
地
域
名
、
宮
司
名
、
本
務
、
境
内
地
面
積
、
神

社
名
、
責
任
役
員
定
数
、
本
殿
面
積
、
所
在
地
、
御
祭
神
、
境
内
神
社
、
社
務
所
・
集
会
施
設
の
有
無
、
氏
子
地
区
の
世
帯
数
）
で
あ
る

た
め
、
あ
え
て
番
号
を
付
与
し
て
い
な
い
。
後
半
の
問
一
か
ら
の
問
一
四
ま
で
は
、
神
社
の
護
持
運
営
に
関
す
る
質
問
項
目
と
な
っ
て
い

る
。
と
く
に
、
問
一
〜
五
ま
で
が
祭
儀
数
・
祭
儀
名
・
会
計
担
当
・
年
間
経
費
・
氏
子
費
と
い
っ
た
実
際
の
神
社
運
営
に
つ
い
て
、
問
六

〜
一
四
ま
で
が
、
後
継
者
問
題
・
合
祀
問
題
・
氏
子
数
五
〇
戸
以
下
の
神
社
の
有
無
、
宮
司
欠
員
神
社
の
有
無
、
氏
子
意
識
の
希
薄
化
な

ど
と
い
っ
た
今
後
の
神
社
を
護
持
運
営
に
お
け
る
諸
問
題
と
今
後
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
な
ど
の
質
問
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
調
査

で
は
、
客
観
的
な
結
果
デ
ー
タ
の
収
集
を
目
指
し
な
が
ら
、
回
答
者
の
主
観
的
な
意
見
の
収
集
を
も
目
的
と
し
て
お
り
、
問
六
〜
一
四
に
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過疎地域の神社調査

は
自
由
回
答
の
形
式
も
と
っ
て
い
る
。

　

調
査
結
果
は
、
大
き
く
分
け
て
次
章
の
第
一
節
と
第
二
節
の
二
つ
に
分
け
て
概
観
す
る
。
ま
ず
第
一
節
で
は
、
基
本
情
報
（
一
二
問
）

に
加
え
、
問
七
ま
で
の
質
問
項
目
の
結
果
を
呈
示
し
、
若
干
の
考
察
を
加
え
て
い
る
。
ま
た
、
単
純
集
計
と
ク
ロ
ス
集
計
を
入
れ
な
が
ら
、

場
合
に
よ
っ
て
グ
ラ
フ
を
加
え
、
傾
向
が
把
握
し
や
す
い
よ
う
に
工
夫
を
し
て
い
る
。
次
に
第
二
節
で
は
、
問
八
か
ら
一
四
ま
で
の
内
容
、

つ
ま
り
神
社
に
お
け
る
諸
問
題
を
含
め
、
今
後
の
運
営
に
関
す
る
記
述
の
う
ち
特
筆
す
べ
き
点
を
中
心
に
概
観
す
る
。
ま
た
、
内
容
の
分

析
と
し
て
、
神
社
や
地
域
に
関
す
る
意
見
や
神
社
の
現
状
お
よ
び
問
題
点
に
関
す
る
意
見
を
も
内
容
別
に
い
く
つ
か
に
分
け
て
呈
示
し
て

い
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
結
果
分
析
に
は
、
筆
者
が
事
前
調
査
と
し
て
参
加
し
た
高
岡
神
社
の
秋
例
大
祭
で
出
会
っ
た
、
神
職
や
氏
子
か

ら
得
ら
れ
た
知
見
も
分
析
情
報
と
し
て
採
用
し
た
。

第
二
章　

集
計
結
果
お
よ
び
分
析

第
一
節　

基
本
情
報
〜
問
七
ま
で

　

以
下
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
う
ち
、
基
本
情
報
の
集
計
を
中
心
に
概
観
し
て
い
く
。
ま
ず
、
表
1
か
ら
調
査
概
要
を
確
認
し
て
お

こ
う
。

　

今
回
、
一
〇
三
社
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
て
も
ら
っ
た
人
は
、
す
べ
て
神
職
（
宮
司
ま
た
は
禰
宜
）
に
よ
る
回
答
で
あ
る
。

以
下
の
表
2
は
、
回
答
者
で
あ
っ
た
宮
司
の
略
歴
で
あ
る
。
結
果
の
概
要
と
合
わ
せ
て
参
考
さ
れ
た
い
。
ち
な
み
に
、
窪
川
町
の
総
鎮
守

で
あ
る
高
岡
神
社
（
旧
県
社
。
通
称
、
五
社
神
社
、
五
社
さ
ん
）
は
、
Ａ
宮
司
が
代
表
宮
司
で
あ
る
た
め
、
Ａ
宮
司
が
兼
務
す
る
三
二
社

の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
。
高
岡
神
社
で
は
、
普
段
の
世
話
や
参
拝
は
他
の
集
落
神
社
と
比
べ
て
特
別
に
盛
ん
な
わ
け
で
は
な
い
が
、
祭
儀
、
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過疎地域の神社調査

と
く
に
毎
年
一
一
月
の
例
大
祭
に

は
、
他
の
地
区
の
宮
司
（
助
祭
の
神

職
を
含
む
八
名
）
を
は
じ
め
、
各
地

区
の
神
社
関
係
者
（
氏
子
総
代
・
責

任
役
員
、
三
六
名
）
と
大
勢
の
氏
子

が
集
ま
る
中
、
盛
大
に
行
わ
れ
て
い

る）
21
（

。
ち
な
み
に
、
窪
川
町
の
氏
子
は

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
（
郷
分
、
立
西
、

仁
井
田
、松
葉
川
、街
分
、東
又
﹇
一

部
を
除
く
﹈）
に
鎮
座
す
る
氏
神
と
、

高
岡
神
社
を
な
す
五
つ
の
お
宮
の
う

ち
の
一
社
と
の
二
重
氏
子
（
一
部
は

三
重
・
四
重
氏
子
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

66
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表２　回答者の略歴
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過疎地域の神社調査

神
社
数
と
年
間
祭
儀
数

　

グ
ラ
フ
1
は
、
回
答
者
が
兼
務
し
て
い
る
神
社
数
（
本
務
社
も
含
む
）
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
グ
ラ
フ
か
ら
は
、
本
務
社
以
外
に
最

も
多
く
兼
務
し
て
い
る
の
が
Ａ
宮
司
三
二
社
で
、
次
い
で
Ｃ
宮
司
二
七
社
、
Ｄ
・
Ｅ
宮
司
一
五
社
、
Ｂ
宮
司
八
社
、
Ｆ
禰
宜
一
社
、
の
順

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
兼
務
社
数
は
年
間
祭
儀
数
の
多
寡
に
も
関
係
し
て
く
る
。
グ
ラ
フ
2
で
示
し
た
よ

う
に
、
一
人
の
神
職
が
一
年
間
執
り
行
っ
て
い
る
祭
儀
の
数
は
、
お
宮
に
お
け
る
祭
儀
数
の
差）

22
（

を
除
け
ば
、
兼
務
神
社
数
と
年
間
祭
儀
数

が
比
例
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

神
社
分
布
か
ら
み
た
兼
務
神
社
の
傾
向

　

次
に
、
グ
ラ
フ
3
は
、
兼
務
神
社
の
地
域
分
布
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
グ
ラ
フ
か
ら
は
、
窪
川
町
に
鎮
座
す
る
一
〇
三
の
神
社
は
、

窪
川
を
な
す
七
つ
の
地
区
に
分
布
し
て
お
り
、
六
名
の
神
職
が
兼
務
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
、
イ
地
区
二
八
社
（
総
鎮
守
を

含
む
）、
ロ
地
区
七
社
、
ハ
地
区
二
二
社
、
ニ
地
区
一
八
社
、
ホ
地
区
三
社
、
ヘ
地
区
二
三
社
、
ト
地
区
二
社
と
、
各
地
区
の
神
社
分
布
（
表

1
）
か
ら
は
、
一
人
の
神
職
に
特
定
地
区
、
ま
た
は
本
務
神
社
周
辺
地
区
の
神
社
と
い
っ
た
基
準
が
設
け
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ

と
が
わ
か
る
。
聞
き
取
り
調
査
の
結
果
、
兼
務
社
に
つ
い
て
は
、
窪
川
町
総
鎮
守
の
高
岡
神
社
を
中
心
に
古
く
か
ら
続
い
て
い
る
神
職
と

氏
子
の
関
わ
り
方
（
付
き
合
い
）
の
中
で
決
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、経
歴
（
表
２
）
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、

比
較
的
に
兼
務
神
社
数
が
多
い
Ａ
宮
司
、
Ｃ
宮
司
、
Ｄ
宮
司
、
Ｅ
宮
司
は
専
業
と
し
て
神
社
に
奉
職
す
る
者
で
あ
る
と
い
っ
た
共
通
点
が

あ
る
。
一
方
で
、
複
数
神
社
に
兼
務
す
る
他
の
神
職
と
は
異
な
り
、
兼
務
社
が
一
社
の
み
の
Ｆ
禰
宜
の
場
合
、
郷
土
史
研
究
家
で
あ
っ
た

父
親
の
影
響
と
幼
い
頃
か
ら
神
社
神
道
へ
の
興
味
も
あ
り
、
小
学
校
勤
務
時
代
に
は
す
で
に
神
職
の
資
格
（
直
階
・
権
正
階
の
研
修
会
は

修
了
し
て
い
る
が
、
実
習
が
未
実
施
の
状
況
）
を
取
得
し
て
い
た
。
そ
の
Ｆ
さ
ん
の
こ
と
を
知
り
、
当
時
高
知
県
神
社
庁
高
岡
支
部
の
常

67
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グラフ１　兼務神社数（本務を含む）

グラフ２　年間祭儀数

グラフ３　兼務神社の地域分布（103社） 
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過疎地域の神社調査

務
理
事
で
あ
っ
た
Ａ
宮
司
（
現
、
高
岡
支
部
支
部
長
）
が
、
退
職
後
の
Ｆ
さ
ん
に
対
し
、
地
域
の
お
宮
に
奉
職
す
る
こ
と
を
勧
め
た
結
果
、

Ｆ
さ
ん
本
人
の
希
望
が
合
致
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
平
成
一
〇
年
よ
り
Ａ
宮
司
の
本
務
社
の
禰
宜
と
同
時
に
、
当
時
宮
司
不
在
で
あ
っ
た

神
社
の
宮
司
代
務
を
務
め
て
現
在
に
至
っ
た
経
緯
が
あ
る）
23
（

。

　

氏
子
に
つ
い
て

　

次
に
、
窪
川
町
の
氏
子
の
分
布
を
み
て
い
く
。
窪
川
町
の
氏
子
は
昭
和
五
〇
年
頃
約
五
〇
〇
〇
世
帯
で
あ
っ
た
も
の
が
平
成
二
四
年
に

は
約
四
一
〇
〇
世
帯
に
減
少
し
た
。
グ
ラ
フ
4
は
、
昭
和
五
〇
年
頃
と
平
成
二
四
年
の
氏
子
数
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
グ
ラ
フ
か
ら

も
分
か
る
よ
う
に
、
各
地
区
の
氏
子
は
、
長
期
的
な
減
少
傾
向
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
減
少
傾
向
を
詳
し
く
み
て
い
く
と
、
イ
地
区

一
三
・
七
％
（
一
一
五
世
帯
減
）、
ロ
地
区
が
二
一
・
六
％
（
六
四
世
帯
減
）、
ハ
地
区
が
一
〇
・
一
％
（
七
四
世
帯
減
）、
ニ
地
区
が
九
・
四
％

（
四
三
世
帯
減
）、ホ
地
区
二
〇
・
三
％
（
二
〇
五
世
帯
減
）、ヘ
地
区
一
八
・
四
％
（
一
八
六
世
帯
減
）、ト
地
区
一
三
・
五
％
（
七
〇
世
帯
減
）

な
ど
、
い
ず
れ
の
地
区
の
氏
子
も
一
割
〜
二
割
程
度
減
少
し
て
い
る
。
と
く
に
、
氏
子
が
窪
川
町
人
口
の
約
四
割
以
上
を
占
め
る
Ｅ
地
区

と
Ｆ
地
区
の
よ
う
に
、
も
と
も
と
氏
子
が
多
い
地
区
に
お
け
る
変
化
（
氏
子
減
少
）
が
目
立
つ
。
そ
れ
に
は
、
農
業
従
事
者
が
少
な
い
市

街
地
（
商
業
中
心
）
に
隣
接
す
る
集
落
が
集
ま
っ
た
地
区
で
あ
る
こ
と
と
、
昭
和
五
〇
年
頃
か
ら
現
在
に
い
た
る
ま
で
の
間
、
就
労
（
出

稼
ぎ
）・
就
学
な
ど
を
理
由
に
県
内
外
に
お
け
る
激
し
い
人
口
流
動
が
あ
っ
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
と
推
測
で
き
よ
う
。 

　

ち
な
み
に
、
Ｃ
地
区
の
二
二
社
の
昭
和
五
〇
年
頃
に
お
け
る
氏
子
数
デ
ー
タ
の
う
ち
、
三
社
分
の
氏
子
数
が
不
明
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

平
成
二
四
年
と
同
デ
ー
タ
（
一
三
三
世
帯
）
を
使
用
し
た
た
め
、
正
確
な
氏
子
数
の
変
化
を
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
地

域
の
神
職
や
氏
子
の
話
か
ら
も
激
減
し
た
様
子
は
な
い
と
す
る
点
か
ら
、
多
少
の
デ
ー
タ
の
欠
落
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
地
区
全
体
が
減

少
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
示
す
に
は
十
分
で
あ
る
と
考
え
る
。
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過疎地域の神社調査

　

次
に
、
グ
ラ
フ
5
は
現
在
の
窪

川
町
の
氏
子
を
地
域
別
に
分
類
し

た
も
の
で
あ
る
。
グ
ラ
フ
か
ら
分

か
る
よ
う
に
、一
〇
三
社
の
う
ち
、

も
っ
と
も
多
い
世
帯
数
が
一
一
〜

二
五
世
帯
で
、
神
社
全
体
の
四
割

（
四
一
・
二
％
）
を
占
め
て
い
る
。

そ
の
次
に
多
か
っ
た
二
六
〜
五
〇

世
帯
の
三
割
（
三
〇
・
一
％
）
を

合
わ
せ
る
と
、
窪
川
町
の
神
社
の

七
割
ほ
ど
が
一
一
戸
〜
五
〇
戸
の

氏
子
に
よ
っ
て
護
持
運
営
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に
、

前
述
の
氏
子
数
四
一
〇
〇
と
い
う

数
字
は
、
氏
子
負
担
金
や
奉
納
金

受
領
状
況
か
ら
算
出
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
実

際
の
氏
子
数
と
は
一
致
し
な
い
。

70

グラフ４　氏子数（世帯）の変化

グラフ５　氏子数の分布（地域別）
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過疎地域の神社調査

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
奉
納
金
を
納
め
な
い
、
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
な
い
、
な
ど
を
理
由
に
、
そ
の
よ
う
な
人
を
氏
子
で
な
い
と
み

な
し
、
氏
子
か
ら
外
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。

　　

神
社
の
護
持
運
営
に
つ
い
て

　

ま
ず
、
神
社
の
運
営
面
に
つ
い
て
み
て
い
く
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
窪
川
町
の
神
社
は
、
Ｆ
禰
宜
の
一
社
を
除
い
て
五
名
の
宮
司
が

そ
れ
ぞ
れ
分
け
て
兼
務
し
て
い
る
。
現
在
、
六
名
の
神
職
は
全
員
専
業
で
神
主
を
務
め
て
お
り
、
年
金
や
家
祈
祷
や
葬
儀
な
ど
の
収
入
で

生
計
を
立
て
て
い
る
。
グ
ラ
フ
6
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
神
職
が
兼
務
す
る
神
社
に
ど
れ
ほ
ど
の
氏
子
が
い
る
の
か
を
示
し
て
い
る
。
グ
ラ

フ
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
Ｆ
禰
宜
を
除
く
五
名
の
神
職
が
兼
務
す
る
神
社
の
氏
子
分
布
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
（
七
割
以
上
）
が
氏
子
数

一
一
〜
五
〇
世
帯
に
集
中
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
神
職
別
結
果
か
ら
は
、
兼
務
社
を
神
職
の
意
志
で
決
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

兼
務
す
る
神
社
の
氏
子
が
比
較
的
均
等
に
分
布
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
こ
と
は
、
神
社
の
護
持
運
営
に
直
接
関

わ
り
を
持
つ
年
間
経
費
と
氏
子
負
担
金
（
以
下
、
氏
子
費
と
称
す
。）
の
受
領
状
況
を
示
し
た
グ
ラ
フ
7
・
8
・
9
か
ら
よ
り
具
体
的
に

見
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
ま
ず
、グ
ラ
フ
7
は
、神
社
の
年
間
経
費
を
地
域
別
に
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
比
較
的
に
神
社
が
多
い
イ
、ハ
、

ニ
、
ヘ
地
区
の
年
間
経
費
は
、
五
〜
六
割
程
度
が
一
〇
万
円
以
下
で
あ
っ
た
。
全
体
的
に
み
て
、
神
輿
巡
行
や
伝
統
芸
能
な
ど
の
大
き
な

行
事
を
持
た
な
い
神
社
が
多
い
た
め
、
い
ず
れ
の
地
区
に
お
い
て
も
年
間
経
費
に
大
き
な
差
は
見
ら
れ
な
い
。
一
方
で
、
年
間
経
費
の
内

訳
は
、
神
職
へ
の
お
礼
、
神
饌
費
、
調
度
品
費
、
直
会
な
ど
。
ち
な
み
に
、
グ
ラ
フ
中
の
不
明
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
祭
典
以
外
の
一
切

の
神
社
運
営
が
部
落
主
導
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
窪
川
町
の
一
〇
三
社
の
う
ち
、
八
つ
の
神
社
に
つ
い
て
は
、

神
職
が
神
社
の
運
営
面
に
関
す
る
詳
細
を
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
い
よ
う
で
あ
る
。
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過疎地域の神社調査 72

グラフ６　氏子数の分布（神職別）

グラフ７　神社の年間経費（地域別）
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過疎地域の神社調査73

グラフ８　年間氏子費（地域別）

グラフ９　年間氏子費（神職別）

04 冬月　律.indd   7304 冬月　律.indd   73 2015/02/19   10:18:212015/02/19   10:18:21



過疎地域の神社調査
　

神
社
の
年
間
経
費
の
次
に
、
氏
子
負
担
金
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う）
24
（

。
グ
ラ
フ
8
は
氏
子
費
の
受
領
状
況
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
神
社

が
多
い
イ
地
区
と
ヘ
地
区
を
比
べ
て
み
る
と
、
イ
地
区
で
は
一
五
〇
〇
〜
二
〇
〇
〇
円
が
全
体
の
四
割
以
上
を
占
め
て
い
る
が
、
ヘ
地
区

の
場
合
は
、
三
〇
〇
〇
円
以
上
が
五
割
以
上
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
は
、
先
ほ
ど
の
神
社
の
年
間
経
費
と
は
違
い
、
氏
子
費
の

場
合
は
、
地
域
間
の
格
差
が
激
し
い
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
今
度
は
、
そ
の
結
果
を
神
職
別
に
み
て
い
こ
う
。
グ
ラ
フ
9
は
、
六
名
の
神

職
が
そ
れ
ぞ
れ
兼
務
す
る
神
社
に
ど
れ
ほ
ど
の
氏
子
費
が
集
ま
っ
て
い
る
の
か
を
示
し
て
い
る
。
グ
ラ
フ
か
ら
一
目
瞭
然
で
あ
る
が
、
氏

子
費
総
額
が
も
っ
と
も
多
い
の
は
Ａ
宮
司
で
あ
り
、
Ｃ
宮
司
、
Ｄ
宮
司
、
Ｅ
宮
司
が
同
じ
程
度
の
金
額
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
注
目
し
た

い
こ
と
は
、氏
子
費
の
多
寡
よ
り
も
、一
人
の
神
職
が
兼
務
す
る
神
社
の
数
と
の
関
係
で
あ
る
。
た
し
か
に
、氏
子
費
が
も
っ
と
も
多
か
っ

た
の
は
Ａ
宮
司
の
兼
務
神
社
で
あ
る
が
、
兼
務
社
も
二
七
社
あ
る
。
こ
れ
は
、
氏
子
費
と
兼
務
者
数
が
同
じ
程
度
で
あ
る
Ｄ
宮
司
と
Ｅ
宮

司
に
比
べ
る
と
、
祭
典
や
神
社
の
護
持
運
営
に
か
か
る
負
担
は
当
然
な
が
ら
Ａ
宮
司
の
ほ
う
が
大
き
い
。
さ
ら
に
、
負
担
面
に
関
し
て
い

え
ば
、
Ａ
宮
司
と
同
じ
程
度
の
兼
務
社
を
持
ち
な
が
ら
、
氏
子
費
が
Ａ
宮
司
の
半
分
程
度
の
Ｃ
宮
司
に
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。
ち
な
み

に
、
氏
子
費
の
用
途
は
、
年
間
経
費
の
内
訳
（
神
職
へ
の
お
礼
、
神
饌
費
、
調
度
品
費
、
直
会
費
）
と
同
様
で
あ
る
。
近
年
の
祭
典
が
簡

素
化
し
て
い
く
に
つ
れ
、
祭
典
に
多
額
の
費
用
が
か
か
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
が
、
毎
年
の
奉
納
さ
れ
る
少
額
の
氏
子
費
一
部
の
積
み
立

て
だ
け
で
は
、
社
殿
の
老
朽
化
に
備
え
て
の
貯
金
や
、
す
で
に
老
朽
化
し
た
社
殿
の
修
繕
費
な
ど
に
か
か
る
多
額
の
費
用
を
ま
か
な
う
こ

と
は
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
氏
子
が
高
齢
化
し
て
い
く
こ
と
、
つ
ま
り
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
は
、
氏
子
費
の
減
少
は
も
ち
ろ
ん
、
神
職

の
生
計
に
も
直
接
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
と
は
い
え
、
急
に
氏
子
費
を
増
額
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
ま
た
、
年
金
暮
ら
し

を
す
る
高
齢
の
氏
子
が
増
え
る
こ
と
を
勘
案
し
、
そ
の
よ
う
な
氏
子
を
優
遇
す
る
一
方
で
余
裕
の
あ
る
氏
子
を
対
象
に
、
氏
子
費
の
増
額

ま
た
は
寄
付
を
募
る
こ
と
も
難
し
い
で
あ
ろ
う
。
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過疎地域の神社調査

後
継
者
問
題

　

以
下
で
は
、
問
六
の
「
後
継
者
問
題
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。（
1
）
後
継
ぎ
は
決
ま
っ
て
い
る
（
2
）
後
継
ぎ
が
い
な
い
（
3
）

未
定
」
と
問
七
の
「
総
代
・
後
継
者
の
高
齢
化
が
案
じ
ら
れ
ま
す
が
そ
の
見
通
し
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
」
の
質
問
項
目
に
つ
い
て
、
各

地
区
の
神
職
に
よ
る
回
答
の
結
果
を
み
て
い
く
。
な
お
、
問
六
と
問
七
に
は
選
択
回
答
に
加
え
て
自
由
回
答
欄
も
設
け
て
い
る
。
ま
た
、

こ
こ
で
い
う
後
継
者
に
は
神
職
の
後
継
者
を
は
じ
め
、
氏
子
総
代
、
責
任
役
員
も
含
む
。
ま
ず
、
後
継
者
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
六
名
の

神
職
の
う
ち
、
Ｆ
禰
宜
を
除
い
た
五
名
の
神
職
の
後
継
者
が
決
ま
っ
て
い
る）

25
（

。
グ
ラ
フ
10
は
氏
子
総
代
や
責
任
役
員
の
後
継
者
に
つ
い
て

の
質
問
項
目
の
結
果
で
あ
る
。
グ
ラ
フ
で
は
、
神
職
の
後
継
者
と
は
異
な
り
、「
心
配
あ
り
」
が
全
体
の
二
割
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。
地
域
別
に
み
て
い
く
と
、
後
継
者
問
題
が
も
っ
と
も
多
い
地
区
（
神
社
数
比
率
）
は
ヘ
地
区
（
七
社
、
三
〇
・
四
％
）
で
あ
り
、

次
い
で
ハ
地
区
（
六
社
、
二
七
・
三
％
）、
イ
地
区
（
五
社
、
一
七
・
九
％
）、
ニ
地
区
（
二
社
、
一
一
・
一
％
）
の
順
に
な
っ
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。

　

次
に
、
先
の
結
果
を
神
職
別
に
み
て
い
く
と
、
グ
ラ
フ
11
の
通
り
で
あ
る
。
グ
ラ
フ
で
は
、
Ａ
宮
司
の
兼
務
す
る
三
二
社
の
う
ち
、

二
〇
年
以
内
に
護
持
運
営
が
出
来
な
く
な
る
神
社
は
七
社
、
次
い
で
Ｂ
宮
司
が
九
社
中
二
社
、
Ｃ
宮
司
が
二
八
社
の
う
ち
二
社
、
Ｄ
宮
司

が
一
六
社
の
う
ち
一
社
、
Ｅ
宮
司
が
一
六
社
の
う
ち
七
社
、
Ｆ
禰
宜
が
一
社
の
う
ち
一
社
と
、
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
結
果
か
ら
推

測
可
能
な
点
と
し
て
、
氏
子
の
減
少
や
後
継
者
不
足
に
よ
っ
て
今
後
、
神
社
の
護
持
運
営
が
困
難
に
陥
る
可
能
性
が
高
く
な
る
し
、
そ
の

こ
と
は
将
来
の
神
職
の
生
計
に
も
直
接
関
係
し
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
、Ａ
宮
司
と
Ｅ
宮
司
の
兼
務
社
に
お
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
二
割
と
四
割
以
上
の
神
社
か
ら
護
持
運
営
が
困
難
で
あ
る
と
の
結
果
が
出
て
お
り
、
筆
者
が
調
査
方
法
で
述
べ
た
本
研
究
の
第

二
段
階
と
し
て
現
地
に
訪
れ
た
際
（
例
大
祭
の
時
）、
将
来
へ
の
不
安
を
抱
く
氏
子
が
す
で
に
大
勢
い
る
こ
と
も
確
認
し
た
。
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グラフ10　後継者問題（地域別）

グラフ11　後継者問題（神職別）
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過疎地域の神社調査

第
二
節　

自
由
回
答
の
結
果
お
よ
び
分
析
―
問
八
〜
問
一
四
ま
で

　

こ
れ
ま
で
の
結
果
分
析
を
踏
ま
え
た
上
で
、
本
節
で
は
問
八
〜
一
四
ま
で
の
神
社
の
護
持
運
営
の
現
状
と
将
来
に
関
す
る
質
問
項
目
に

対
す
る
神
職
の
自
由
回
答
か
ら
得
ら
れ
た
意
見
に
つ
い
て
詳
述
す
る
。
ま
ず
全
体
で
七
問
か
ら
な
る
自
由
回
答
の
質
問
の
う
ち
、
回
答
が

あ
っ
た
質
問
を
挙
げ
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　
　

問
八　
　

 

本
務
神
社
お
よ
び
兼
務
神
社
の
将
来
に
つ
い
て
、
例
え
ば
合
併
問
題
な
ど
お
考
え
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
お
書

き
下
さ
い
。

　
　

問
一
二　

 

一
〇
年
〜
二
〇
年
後
の
神
社
の
運
営
（
経
営
）
は
ど
う
な
る
と
思
い
ま
す
か
？
（
今
後
の
展
望
お
よ
び
神
社
の
存
続
に
つ

い
て
の
意
見
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
）

　
　

問
一
三　

 

氏
子
地
域
内
の
住
民
（
氏
子
）
の
氏
神
様
へ
の
信
仰
は
過
去
に
比
べ
て
変
化
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
？
変
化
し
て
い
る

の
で
あ
れ
ば
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。（
た
と
え
ば
、
氏
子
の
氏
神
様
へ
の
参
拝
や
祭
り

の
参
加
状
況
な
ど
に
お
け
る
変
化
）

　

こ
れ
ら
の
質
問
か
ら
得
ら
れ
た
自
由
回
答
の
結
果
の
ほ
と
ん
ど
が
、
前
節
で
み
て
き
た
問
七
の
後
継
者
問
題
と
関
連
す
る
記
述
で
あ
っ

た
。
問
七
の
後
継
者
に
関
す
る
質
問
項
目
に
「
心
配
な
い
」
と
回
答
し
た
神
社
が
八
割
以
上
（
八
三
社
）
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
理
由
と

し
て
は
「
氏
子
総
代
や
責
任
役
員
の
受
け
手
が
決
ま
っ
て
い
る
た
め
、
今
後
の
護
持
運
営
に
関
し
て
現
世
代
ま
た
は
次
世
代
ま
で
は
な
ん

と
か
維
持
で
き
る
と
思
う
」
が
共
通
し
て
多
く
見
ら
れ
た
意
見
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、「
心
配
な
い
」
と
回
答
は
し
た
が
、
問
八
、

一
二
、一
三
の
自
由
回
答
で
は
、「
心
配
あ
り
」
の
回
答
と
類
似
す
る
記
述
も
含
ま
れ
て
い
た
。
以
下
で
は
、
主
な
回
答
を
箇
条
書
き
に
し
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過疎地域の神社調査

て
示
し
て
お
く
。

　
　

　
　

・
氏
子
が
少
な
く
、
一
〇
〜
二
〇
年
以
内
に
合
併
が
必
要
で
あ
る
。

　
　

・
社
殿
の
老
朽
化
や
氏
子
減
少
に
よ
っ
て
今
後
の
運
営
が
困
難
で
あ
る
。

　
　

・
氏
子
の
敬
神
意
識
が
希
薄
化
し
つ
つ
あ
る
。

　
　

・
新
興
住
宅
の
開
発
が
進
ん
で
お
り
、
神
社
行
事
に
非
協
力
的
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
心
配
。

　　

右
に
挙
げ
た
自
由
回
答
の
内
容
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
選
択
回
答
と
自
由
回
答
か
ら
得
ら
れ
た
結
果
が
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
今
後
の
神
社
の
護
持
運
営
に
関
す
る
回
答
の
「
心
配
あ
り
」
も
し
く
は
「
心
配
な
し
」
と
い
っ
た
判
断

基
準
に
、
氏
子
費
や
年
間
経
費
を
は
じ
め
、
氏
子
減
少
と
い
っ
た
条
件
が
必
ず
し
も
直
接
原
因
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
結
果
も

得
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
質
問
項
目
の
結
果
か
ら
み
て
も
、「
心
配
あ
り
」
の
回
答
に
氏
子
数
と
の
関
係
が
は
っ
き
り

し
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
確
か
に
、
氏
子
が
多
い
、
ま
た
は
氏
子
に
比
較
的
若
い
人
（
三
〇
代
〜
四
〇
代
）
が
占
め
る
割
合
が
高
い
、
な

ど
が
今
後
安
定
的
な
神
社
の
護
持
運
営
に
必
要
条
件
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
調
査
結
果
に
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
条
件
が
そ
の

ま
ま
過
疎
地
域
の
神
社
が
抱
え
て
い
る
諸
問
題
の
解
決
策
、
つ
ま
り
「
安
定
的
な
護
持
運
営
」
を
保
証
す
る
条
件
に
成
り
得
る
か
と
い
う

と
、今
回
の
調
査
結
果
を
見
る
限
り
、そ
う
と
は
断
言
で
き
な
い
（
外
形
的
条
件
と
内
在
的
条
件
の
一
致
が
必
要
で
あ
る
）。
換
言
す
れ
ば
、

氏
神
信
仰
が
継
承
さ
れ
な
け
れ
ば
、い
く
ら
氏
子
が
多
く
て
も
将
来
の
護
持
運
営
に
不
安
が
あ
る
と
の
回
答
が
少
な
く
な
い
結
果
か
ら
は
、

氏
神
離
れ
、
信
仰
の
希
薄
化
の
兆
候
が
内
在
し
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
み
て
い
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、 

氏
神
信
仰
の
継
承
の
ツ
ー
ル

と
も
い
え
る
（
氏
神
様
と
氏
子
を
つ
な
ぐ
）
祭
礼
や
伝
統
芸
能
の
簡
素
化
ま
た
は
衰
退
も
、
神
社
の
護
持
運
営
に
不
安
を
も
た
ら
す
要
素
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で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。　

お
わ
り
に

　

以
上
、
選
択
回
答
と
自
由
回
答
を
合
わ
せ
二
六
問
か
ら
な
る
質
問
項
目
か
ら
、
神
社
の
運
営
状
況
や
今
後
の
課
題
に
関
す
る
質
問
項
目

を
中
心
に
そ
の
結
果
を
概
観
し
、
可
能
な
限
り
の
分
析
を
試
み
た
。
と
り
わ
け
、
今
後
の
神
社
の
護
持
運
営
に
関
す
る
質
問
項
目
の
結
果

（
グ
ラ
フ
10
・
11
）
で
は
、
七
つ
の
地
区
の
う
ち
、
四
つ
の
地
区
、
二
〇
社
か
ら
今
後
の
神
社
の
護
持
運
営
に
心
配
を
抱
え
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
こ
れ
ま
で
の
集
計
結
果
の
内
容
を
考
慮
す
る
と
、
前
述
の
結
果
に
は
、
ホ
地
区
や
ヘ
地
区
の
よ
う

に
市
街
地
や
隣
接
す
る
集
落
の
割
合
が
高
い
地
区
と
、
そ
う
で
は
な
い
地
区
と
関
連
性
が
結
果
の
背
景
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑

問
が
浮
上
す
る
。
こ
の
よ
う
な
内
実
に
関
す
る
情
報
は
、今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
か
ら
は
十
分
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
今
後
も
継
続
し
て
調
査
を
進
め
て
い
き
た
い
。

付
記

　

本
研
究
を
行
う
に
あ
た
り
、
実
態
調
査
で
は
、
窪
川
町
の
神
職
を
含
め
、
氏
子
総
代
お
よ
び
氏
子
の
方
か
ら
多
大
な
ご
協
力
を
賜
っ
た
。

こ
こ
に
深
甚
な
る
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
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過疎地域の神社調査

註

（
1
）　

神
社
本
庁
『
過
密
と
過
疎
地
帯
の
神
社
の
実
態
調
査
』
昭
和
四
四
年
。

（
2
）　

神
社
本
庁
『
過
疎
地
帯
神
社
実
態
調
査
報
告
』
昭
和
五
二
年
。

（
3
）　

岡
田
重
精
・
櫻
井
治
男
・
森
安
仁
「
過
疎
村
の
祭
祀
と
宗
教
事
情
―
―
滋
賀
県
犬
上
郡
多
賀
町
の
事
例
」『
皇
學
館
大
学
神
道
研
究
所
所
報
』

一
五
号
、
昭
和
五
五
年
、
一
頁
〜
八
頁
。

（
4
）　

兵
庫
県
神
社
庁
『
過
疎
地
帯
（
但
馬
地
区
）
の
神
社
実
態
調
査
報
告
書
（
一
）』
平
成
一
〇
年
。

（
5
）　

兵
庫
県
神
社
庁
『
神
社
実
態
調
査
報
告
書
（
二
）
―
摂
丹
地
区
編
―
』
平
成
二
〇
年
。

（
6
）　

本
研
究
で
取
り
上
げ
た
実
態
調
査
概
要
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
過
疎
地
域
と
神
社
を
め
ぐ
る
実
態
調
査
研
究
史
」『
國
學
院
大
學

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
第
七
号
、
平
成
二
五
年
三
月
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
7
）　

戸
川
安
章
「「
近
代
化
と
神
道
」
委
託
調
査
報
告
「
椙
尾
神
社
」
調
査
報
告
」『
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
二
一
輯
、
昭
和

四
三
年
。

（
8
）　

報
告
書
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
な
い
、
内
部
資
料
で
あ
る
等
の
理
由
で
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
新
潟
県
神
社
庁
の
実
態
調
査
を
は
じ

め
、
昭
和
五
〇
年
代
か
ら
は
じ
ま
る
「
神
社
振
興
対
策
」（
モ
デ
ル
神
社
実
態
調
査
）
や
神
社
本
庁
並
び
各
神
社
庁
に
よ
る
過
疎
地
域
の
神

社
を
対
象
に
し
た
実
態
調
査
は
現
在
も
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
筆
者
の
調
べ
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
研
究
の
う

ち
、
以
下
で
は
新
潟
県
神
社
庁
に
よ
る
実
態
調
査
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
て
お
く
。
全
国
で
も
っ
と
も
神
社
数
（
神
社
本
庁
被
包
括
）
が
多

い
新
潟
県
で
も
不
活
動
神
社
対
策
の
一
環
と
し
て
平
成
二
年
か
ら
平
成
七
年
ま
で
に
計
五
回
、
四
支
部
を
対
象
に
過
疎
地
神
社
現
地
調
査
を

実
施
し
て
い
る
。
調
査
は
、
平
成
二
年
の
中
魚
沼
支
部
管
内
、
平
成
三
年
の
東
頚
城
支
部
管
内
、
平
成
四
年
の
西
頚
城
支
部
管
内
、
平
成
六

年
の
中
頚
城
支
部
管
内
、
平
成
七
年
の
中
魚
沼
支
部
・
東
頚
城
支
部
管
内
の
神
社
を
対
象
に
現
地
調
査
を
実
施
し
た
。
主
な
調
査
内
容
は
、

神
社
名
、
所
在
地
、
宮
司
氏
名
、
御
神
体
の
状
況
、
境
内
地
の
状
況
、
建
築
物
の
現
況
、
氏
子
の
現
況
、
宮
司
方
針
意
見
、
支
部
意
見
な
ど

に
つ
い
て
の
報
告
で
あ
っ
た
。

（
9
）　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
過
疎
地
域
に
お
け
る
神
社
神
道
の
変
容
―
―
高
知
県
高
岡
支
部
の
過
疎
地
帯
神
社
実
態
調
査
を
事
例
に
―
―
」

『
総
合
人
間
学
会
』、
平
成
二
六
年
九
月
、
同
「
過
疎
地
域
と
神
社
―
―
高
知
県
高
岡
支
部
旧
窪
川
町
・
旧
大
野
見
村
を
事
例
に
―
―
」『
國
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學
院
大
學
神
道
研
究
集
録
』
第
二
六
輯
、
平
成
二
四
年
三
月
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
10
）　

神
社
本
庁
『
過
密
と
過
疎
地
帯
の
神
社
の
実
態
調
査
』（
昭
和
四
四
年
）
の
は
し
が
き
に
よ
れ
ば
、
実
態
調
査
の
実
施
目
的
が
「
現
在
過

密
過
疎
の
地
域
が
急
激
に
増
加
し
、
国
政
上
に
も
む
ず
か
し
い
問
題
を
投
げ
か
け
て
ゐ
る
。
神
社
界
に
と
つ
て
も
、
急
激
に
住
民
の
増
加
し

た
地
域
で
は
如
何
な
る
対
策
を
採
る
べ
き
か
。
こ
れ
に
対
し
住
民
が
減
つ
て
い
く
地
域
の
神
社
で
は
、
そ
の
対
策
を
如
何
に
す
べ
き
か
が
問

題
に
な
つ
て
い
る
。
こ
の
過
密
過
疎
の
現
象
は
、
ま
だ
ま
だ
現
在
進
行
中
で
、
ど
こ
で
止
ま
る
か
予
測
出
来
な
い
。
そ
の
過
程
に
あ
る
た
め
、

こ
の
実
態
調
査
に
つ
い
て
も
五
十
年
、
百
年
先
ま
で
を
見
通
し
た
も
の
だ
と
は
い
へ
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
現
実
に
神
社
の
置
か
れ
て
ゐ
る

実
態
を
正
し
く
認
識
す
る
こ
と
、
こ
れ
が
第
一
。
そ
の
上
に
立
つ
て
の
対
策
を
立
て
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
こ
れ
が
第
二
」
で

あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
11
）　

そ
の
原
因
と
し
て
、
個
人
レ
ベ
ル
で
の
調
査
に
し
て
は
、
①
調
査
対
象
が
多
い
、
②
調
査
範
囲
が
広
大
過
ぎ
る
、
③
神
社
関
係
者
全
員
を

対
象
に
し
て
い
な
い
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
12
）　

石
井
研
士
『
戦
後
の
社
会
変
動
と
神
社
神
道
』
大
明
堂
、
平
成
一
〇
年
、
四
九
頁
。

（
13
）　

座
談
会
は
、
神
社
本
庁
教
学
委
員
・
國
學
院
大
學
教
授
の
石
井
研
士
氏
、
同
・
皇
学
館
大
学
神
道
研
究
所
教
授
・
長
野
県
深
志
神
社
禰
宜

の
牟
禮
仁
氏
、
新
潟
県
安
田
八
幡
宮
宮
司
の
安
田
充
年
氏
、
埼
玉
県
秩
父
神
社
権
禰
宜
の
新
井
君
美
氏
が
出
席
し
、
教
学
研
究
部
長
の
圓
藤

恭
久
氏
が
司
会
を
務
め
る
形
で
行
わ
れ
た
。
内
容
は
、
こ
れ
ま
で
の
実
態
調
査
を
踏
ま
え
て
、
信
仰
し
て
い
る
宗
教
や
価
値
、
氏
神
神
社
と

の
関
わ
り
、
家
庭
の
宗
教
性
に
つ
い
て
、
の
三
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
が
中
心
で
あ
り
、
後
半
で
は
今
後
の
調
査
に
関
す
る
参

加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
座
談
会
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
神
社
本
庁
教
学
研
究
所
『
第
三
回
『
神
社
に
関
す
る

意
識
調
査
』
報
告
書
』
平
成
一
九
年
、
四
五
〜
六
五
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
14
）　

前
掲
神
社
本
庁
教
学
研
究
所
『
第
三
回
『
神
社
に
関
す
る
意
識
調
査
』
報
告
書
』
六
二
頁
。

（
15
）　

前
掲
神
社
本
庁
『
過
疎
地
帯
神
社
実
態
調
査
報
告
』、
一
八
頁
。

（
16
）　

窪
川
町
史
編
集
委
員
会
合
併
五
十
周
年
記
念
事
業
『
窪
川
町
史
』、
平
成
一
七
年
、
三
頁
。

（
17
）　

前
掲
、
三
〇
〇
頁
を
参
照
。
窪
川
町
で
は
、
昭
和
四
五
年
に
明
治
百
年
を
記
念
し
て
町
史
を
発
行
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
社
会
の
急
激

な
変
化
と
進
展
に
伴
う
世
情
の
変
化
を
捉
え
る
べ
く
、
窪
川
町
合
併
四
〇
周
年
を
記
念
し
て
改
定
版
の
計
画
が
示
さ
れ
、
合
併
五
〇
周
年
に

あ
た
る
平
成
一
七
年
に
刊
行
が
実
現
し
た
。
し
か
し
、
合
併
後
も
町
内
に
お
け
る
過
疎
問
題
は
深
刻
化
し
、
そ
の
結
果
翌
年
の
平
成
十
八
年

に
は
隣
接
す
る
大
正
町
・
十
和
村
と
合
併
し
、
四
万
十
町
と
な
っ
た
。
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過疎地域の神社調査

（
18
）　

高
知
県
総
務
部
統
計
課http://w

w
w
.pref.kochi.lg.jp/soshiki/111901/t-juukijinkou.htm

l

平
成
二
六
年
一
〇
月
二
四
日
最
終
ア
ク

セ
ス
。

（
19
）　

公
益
財
団
法
人
国
際
宗
教
研
究
所
・
宗
教
情
報
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
『「
神
社
組
織
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
報
告
書
』
平
成
一
五
年
、

一
頁
。

（
20
）　

こ
の
よ
う
に
、
神
社
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
出
来
る
限
り
正
確
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
点
で
は
、「
ラ
ー
ク
」
の
調
査
は
有
効
で
あ
る
。

し
か
し
、
本
研
究
の
よ
う
に
個
人
レ
ベ
ル
も
し
く
は
調
査
対
象
を
一
部
の
地
域
に
限
定
し
た
調
査
結
果
で
は
、
対
象
地
域
の
お
お
よ
そ
の
概

況
を
捉
え
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
そ
れ
が
神
社
組
織
全
体
の
傾
向
を
推
測
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
近
い
。
し
か
し
、
限
定
さ
れ
た
地
域
を
集

中
的
に
調
べ
る
こ
と
で
、
概
況
だ
け
で
な
く
、
内
実
に
も
踏
み
入
っ
た
調
査
が
出
来
る
点
で
は
、
膨
大
な
デ
ー
タ
を
扱
い
、
全
体
を
概
観
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
従
来
の
神
社
に
関
す
る
統
計
調
査
に
比
べ
て
、
有
利
な
方
法
で
あ
る
と
同
時
に
、
本
研
究
全
体
の
目
的
を

果
た
す
上
で
も
っ
と
も
適
切
な
方
法
で
あ
る
と
考
え
る
。

（
21
）　

高
岡
神
社
の
秋
の
大
祭
で
は
、
神
事
を
は
じ
め
、
七
五
三
・
初
宮
参
り
、
御
神
幸
（
お
な
ば
れ
）、
流
鏑
馬
な
ど
の
祭
典
行
事
に
加
え
、

五
社
ふ
る
里
祭
り
、
窪
川
小
学
校
生
徒
に
よ
る
児
童
奉
納
踊
り
、
餅
投
げ
な
ど
、
多
様
な
行
事
が
催
さ
れ
る
。

（
22
）　

全
体
か
ら
み
て
も
年
一
回
〜
二
回
が
二
割
弱
、
三
回
か
ら
四
回
が
六
割
強
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
の
祭
儀
数
が
あ
る
お
宮
は
一
割
に
満
た
な

い
し
、
特
定
の
神
職
に
偏
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
一
部
の
お
宮
に
見
ら
れ
る
祭
儀
が
多
さ
と
神
職
の
負
担
率
に
関
わ
る
要
因
で
あ
る
と
は

考
え
難
い
。

（
23
）　

窪
川
町
に
は
、
未
だ
地
域
の
神
社
に
就
く
神
職
は
、「
余
所
者
よ
り
地
元
出
身
者
の
ほ
う
が
望
ま
し
い
」
と
い
っ
た
意
見
が
強
い
地
域
が

多
く
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
一
部
の
有
力
者
の
権
限
で
新
任
神
職
を
お
宮
に
就
か
せ
る
こ
と
は
難
し
い
と
さ
れ
て
い
る
。
Ｏ
さ
ん
の

場
合
も
地
域
の
神
職
に
就
く
に
は
、
総
代
・
役
員
を
含
む
、
氏
子
の
同
意
を
得
て
い
る
。

（
24
）　

氏
子
費
と
は
別
に
、
神
社
負
担
金
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
各
神
社
単
位
で
高
知
県
神
社
庁
に
納
付
す
る
お
金
の
こ
と
で
、
窪
川
町

の
神
社
は
、
旧
村
社
以
下
二
五
〇
〇
円
、
旧
県
社
の
高
岡
神
社
は
三
万
円
を
納
め
て
い
る
。

（
25
）　

た
だ
し
、
Ｂ
宮
司
に
つ
い
て
は
現
在
、
次
女
（
既
婚
、
直
階
を
有
す
る
が
神
社
庁
に
は
未
登
録
）
が
助
祭
に
来
て
く
れ
て
い
る
こ
と
や
、

Ｂ
宮
司
か
ら
は
将
来
（
一
〇
年
後
）、孫
が
後
継
者
に
な
っ
て
く
れ
る
と
い
う
が
、実
現
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
現
時
点
で
は
不
明
で
あ
る
。
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